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過去に J-ADNI 全国臨床研究にご参加された方へ 

 
当院では、J-ADNIデータを用いた日本人におけるアルツハイマー病進行過程の解析を実施しており

ます。本研究では、国立研究開発法人科学技術振興機構・バイオサイエンスデータベースセンター

（NBDC）からの承認を得た上で、NBDCから提供されたデータを使用し、日本人におけるアルツハイマ

ー病の進行過程を正確に理解するための統計的解析を、当院の薬剤部を中心として行います。 

【対象となる方】 

本研究で解析するデータは、過去に「アルツハイマー病総合診断体系実用化プロジェクト（J-ADNI

全国臨床研究）」において取得され、NBDCが管理しているデータから、NBDCにおいて個人の特定に繋

がる情報を削除したものです。なお、J-ADNI研究は全国 38施設の共同で 2007年から開始された、ア

ルツハイマー病に関する研究プロジェクトであり、2014年までに全研究参加者の追跡も含めて、既に

完了している研究です。 

【研究の意義】 

アルツハイマー病は、最初の病理的な変化が生じてから認知機能の低下が生じるまで、10年から 15

年以上の長期間をかけて、徐々に進行していくと考えられていますが、その進行の様子は完全には理

解されておらず、進行速度などに人種差があるのかも判っていません。新しく開発された統計解析の

方法を適用することで、このような点を明らかにすることは、病態ステージの正確な診断や進行速度

の予測などに役立つと考えられます。 

【研究の目的】 

アルツハイマー病の長期的な進行過程を統計的に再構築することで、患者さんごとに正確に病態ス

テージを診断し、その後の進行速度を予測できる方法の確立を目標とします。 

【研究の方法】 

この研究は、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に則り、倫理委員会の承認のうえで

実施されます。過去に行われた J-ADNI 研究において収集されたデータから、個人を特定できる情報

が削除されたものに関して提供を受け、統計的な解析を行う研究です。過去に J-ADNI 研究に参加さ

れた患者さんに、新たにご負担いただくことはありません。 

この研究で取り扱うデータでは、個々のデータがどの患者さんのデータであるかを特定することが

できません。そのため、過去に J-ADNI 研究に参加された方から、ご自分のデータを使用して欲しく

ない旨のお申し出をいただいた場合であっても、この研究においては、個別のデータを特定して取り

除くことができないことを、ご了承頂けますようお願いいたします。 

研究結果は、個人が特定出来ない形式で、学会等で発表されます。NBDCから提供されたデータは厳

重な管理のもと、研究終了時まで保存されます。ご不明な点がありましたら研究事務局へお尋ねくだ

さい。 
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